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神
戸
正
雄
先
生
に
よ
る
再
保
険
特
約
方
式
の
輸
入

京
都
大
学
経
済
学
会
の
或
る
席
上
で
当
時
ま
だ
抵
役
の
救
援
で
あ
ら
れ

士
神
一
円
正
雄
先
生
が
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
自
分
の
研

究
室
に
時
お
り
宅
ち
が
あ
る
が
、
誰
方
も
立
っ
た
ま
ま
で
用
談
を
す
宣
さ

れ
る
。
椅
子
に
お
か
け
な
さ
い
、
と
申
す
の
だ
が
、
椅
子
に
腰
を
お
ろ
し

て
ゆ
っ
く
り
話
し
て
ゆ
か
れ
る
客
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
云
々
山

こ
れ
は
神
戸
先
生
の
対
人
関
孫
の
面
を
告
げ
る
も
の
と
し
て
甚
だ
貴

重
で
あ
る
。
先
生
が
あ
主
り
偉
す
ぎ
た
た
め
に
皆
が
遠
慮
し
て
、
つ
い
、

先
生
と
の
交
際
に
或
る
距
離
を
お
く
よ
う
に
な
る
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、

主
た
、
先
生
白
人
柄
に
も
よ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
く

申
す
私
ご
と
き
も
、
先
中
の
教
え
子
の
↓
人
で
あ
り
な
が
ら
、
先
生
を
お

訪
ね
し
た
の
は
研
究
室
へ
数
回
、
お
宅
へ
一
回
、
し
か
も
、
大
抵
、
公
務

上
の
用
件
に
関
し
て
で
あ
っ
て
、
打
ち
と
け
て
先
生
か
ら
人
生
観
そ
の
他

個
人
的
な
お
話
を
承
っ
た
こ
之
は
一
度
も
な
い
。
こ
の
た
め
、
非
常
に
近

神
戸
正
雄
先
牛
に
よ
一
ゐ
再
保
険
特
約
方
式
心
輸
入

佐

広三~

..e. 

平

波

憾
、
い
ま
で
は
取
り
か
え
し
の
つ
か
ぬ
或
る
結
呆
を
生
じ
て
い
る
。
こ
こ

に
、
そ
の
南
来
を
記
し
た
い
ロ

神
戸
正
雄
先
生
は
、
以
下
に
記
す
よ
う
に
、
再
保
険
特
約

(El自
己
l

zg
可

2
4
u
p
w詰
日
町
骨
宮
司

E
O
Z
Eロ
巴
の
方
式
を
日
本
に
輸

入
せ
ら
れ
特
筆
す
べ
き
功
績
を
の
こ
さ
れ
た
日
本
損
害
保
険
業
に
と
っ
て

り
一
大
思
人
で
あ
る
。
こ
の
こ
主
、
世
間
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

一
つ
に
は
、
そ
れ
が
保
険
殊
に
再
保
険
と
い
う
著
し
〈
限
定
さ
れ
た
分
野

に
属
す
る
ゆ
え
で
あ
り
、
一
つ
に
は
、
先
生
独
特
の
人
柄
と
し
て
名
利
に

実
に
超
然
、
御
自
分
の
業
績
に
つ
い
て
自
ら
少
し
も
口
に
さ
れ
る
と
こ
ろ

が
な
か
っ
た
ゆ
え
か
主
恩
わ
れ
る
。
こ
の
関
連
は
、
先
生
を
知
る
者
に
は

多
言
を
要
せ
ず
L
て
納
得
で
き
る
は
ず
で
あ
る
が
、
と
こ
に
、
今
は
亡
き

先
生
の
業
績
を
し
の
び
こ
れ
を
世
に
つ
た
え
る
た
め
に
、
簡
単
な
が
ら
、

こ
の
方
面
に
お
け
る
先
生
の
貢
献
を
紹
介
し
た
い
。
士
だ
、
先
生
生
前
の

御
気
持
か
ら
す
れ
ば
余
計
な
世
話
を
す
る
よ
う
な
結
果
に
な
り
は
し
な
い

か
と
恐
れ
る
も
の
で
あ
る
。

第
八
十
四
巻

四
六
七

第
六
号

j¥ 
五
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There 8eems little doubt that the treaty developed 

域〈十ヨ網目1<< 挺4く中 <K 

rnuch earlier in Europe than in other parts of the 

world. In ]apan， for e~日現ple， it seer司sto have been 

entirely unkηown prior to. the twer.tieth century. No 

native reinsはrancecompany existed in that country 

prior to 1907 when the Tomei Cornpany was 曲 tabli-

shed. The effect of the disastrous corJlagration in 

Osaka in 19-::19 8eems to have opened the eyes of the 

Japanese Insurance Companies to the need for the 

protection which the treaty system "oestows， and from 

about that time onwards， a number of treaties were 

placed by Japanese compani田 withoffi.ces outside 

their own country. 

The自rsttreaty known to haveコeenentereヨはlIo

in that country， was a contract between the Yoko 

hama Insurance Company and the Commercial Union 

Assurance Company， dated 10~h Oct出 er，1904. The 

original treaty was destroyed in the great Japan ear-

thquake of the 1st September， 1923， but a copy has 

been supplied through the kindness of the Commercial 

Union. This tre8ty was transferred by the Yokohama 

to the Liverpool and London and Globe Insurance 

Company in November， 19旧8.A further introduction 



of treaties into Japan was brougbt about through the 

instrumentality of Dr. Schultz， for many years gene-

ral manager of the South Ger皿 anReinsurance Com-

pany. That gent1eman has very kindly placed at O"J.r 

disposal some notes On the subject. It appe8四 tbat

a certaln Mr. Masso Kambe， Professor of National 

Economy at the University of Kyoto， was in Germany 

studying ecor.omic conditions， and， on the invitation 

of Dr. Schultz， he turned his attention a1so to the 

study of reimurance目 OnProfessor Kambe's return 

to Japan in the autumn of 1910. he communicated 

the :esults of his researches to the J apanese Minister 

of Commerce. This was short1y after the c10se of 

the Russo-Japanese war， when the rapidly developing 

industrial situation in Japan made necessary for the 

nati、'leinsurance offices some more efficient means of 

reinsurance than they had possessed up to that time， 

if they were to hold their own with the increasing 

pressure of foreign cOffi7etition. The Minister of Co国

merce， evident1y realising this fact， drew the attention 

of the Japanese companies to the possibilities of re 

insurance in Gennany， as reported by Professor 

生l工凶器対44士以斗N)昨車童話器~-RTh Q草〈

Kambe. As a re副 1tthe Kyodo Fire Insurance Com-

pany， then of Tokio， l:::ut now having its headquarters 

in Osa1l:a， approached Dr. Schultz， who thereupon paid 

a visit to Japan， and in due course completed a fire 

treaty between his company. the South Ge口nan，and 

the Kyodo. This was regarded as a venturesome 

unaertaking by reason of Jhe prevailing conditions 

in ~hat country， and the abnor皿alrisk of ca tastrophe. 

On this account， only one line of the treaty was 

placed，コutthis was increased to two lines， and ex 

tended also to marine business in the following year， 

1912 

〔再保険〕持約の方式が世界の他のどの土地における上

りもヨ ロヴパにおいてずっ左早く発達したことは，疑い

の余地がないと思われる。たとえば，日本では，草20jj:紀

以前には，再保険特約の方弐は全然知られてなかっーたよう

である。 1907年[明治4C年Jtと，東明〔火史海上品険〕会

社が設立されたが，それ以前には，日本土着の再掠険専門

会主は全然見られなかった。その後. 1909年〔明治 42年J.

大阪〔市，北区〕に大火があれこの棲害が契機になって，

再保険特約の制度による損害カグァの効果。必要性が日本

の梓険会社にも判かっ亡きたごとくであるロその時以来，

撫く十E蜘 EJK兵 掠1(n;.¥' <-tJ 



君主且同童書I!< lまl 叫斗'"昨単語星止~判官 Q草〈

日本の保険金社は外国の保険会社との聞に再保険特約の関

係をむすぶようになった。

日本で最初の再保険特約は柏浜〔火貰海上〕保険会社主

〔イギ 9スのJCommercial UniOD Assurance Company 

との聞に締結された。それは 1904年 10月10日付の契杭で

あって， この日本最初の再骨険特約はよ923年 9月1日に

生じた日本の〔関東〕大震主によって中断されている。た

だいこの契約の写しは CommercialUnionの柾意によ

って吾々の利月に供された。ちなみに，と白再保険特約は

19Q8年 11月以後は横浜〔火毘海上〕から Liverpooland 

London and Globe InsuranごeCompanyに移っ亡いる。

左ころでj その後における再保険特約方式白日本への輸入

紹介は SouthGennan Reinsurance Company [Suddeut-

sche Ruckversicherungs-Gesellschaf t Jの総支配人を数

年間つとめた Schu1tz博士によるものであって， この紳

士は，非常に親切にも，関係記録文書の若干を吾々に提供

Lてくれた。これによれば，京都大学経済学教授神戸正雄

氏主いう人.(a certain Mr. Masso Kambe)が，当時，

経済視察軒究のためドイツに滞在L亡し、て.Schultz博士

の勧めにしたがい，再保険の研究に意を注ぐこ主になった。

* 1910年[明治43年]，神戸教授は帰国のうえ!世の調査の

結果を日本の商務大臣に報告した。日露戦f':fl桂まもない当

措く十回当事 gj-¥lO 総収ぜい << 
時，日本では産業日急足に尭艮しつつあり，士めに，も L

外国諸全社の競争圧力に抗Lて行くとすれば，日本主着の

保険会社左して，どう Lても，在来の仕方土りも柑当によ

り効果的な再保険の方式が必要とされた。商務大臣は，こ

うした実情を明確に認め，日本町保険金社の各社を Lて神

戸数授の報告陀あるようなドイツ流の再保険機構に注意を

向けしめた。その結果，共同火主保険会社ー←当時は東

京に，現在は大阪に本社 では，当時日本を訪問中であ

った Schultz博士主交砕を持ったうえで，後しばらく Lて

Schultzの会誌である SouthGermanと共同火見との聞

に火N:再保険〕特約の締拡に成功した。ただし，当時の

日本の諸事情および日本での大史書の異常危険を勘案Lて

この特約はかなり冒険的な誤みだと見られた。ために，当

初はわずか lラインの特約しか成立Lなかったが，桂に 2

ヲイ γに増大L，翌 1912年〔明治 45竿〕には海上保険の

分野にもこれが拡大Lて符った。

キここで C.E. Goldlngまたは Schullzは日付の過誤

を犯している。神戸正雄先生の第 1回海外出張〔匝学〕

は1904年〔明治37年〕日月 2日から1907年〔明治40年〕

7月2日に及んでいる。したがって，先生町帰朝につ

いての上記は 3年あまりおそtなっ τいる。



こ
れ
以
ょ
に
わ
た
る
引
用
は
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
せ
ぜ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
当
時
の
日
本
再
保
険
市
場
の
客
観
的
事
情
に
つ
い
て
の
詳
細
は
佐

波
「
再
保
険
白
発
展
」
(
昭
和
十
凹
年
有
斐
閣
〕
の
第
十
章
「
日
本
再
保

険
市
場
の
構
成
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

よ
記
の
よ
う
に
、
神
戸
正
雄
先
生
は
、
先
生
第
一
回
目
一
海
外
留
学
中
に
、

ド
イ
ツ
で
前
記

W
Y
E
5
博
士
の
協
力
の
も
と
に
再
保
険
料
約
に
つ
い
て

研
究
せ
ら
れ
、
御
帰
朝
の
後
、
そ
の
結
果
主
同
本
政
府

r報
告
、
よ
っ
て
、

当
時
の
日
本
に
は
事
例
の
き
わ
め
て
稀
で
あ
っ
た
再
保
険
特
約
方
式
の
愉

入
発
達
に
貢
献
き
れ
て
い
る
。

再
保
険
の
方
式
と
し
て
は
、
個
別
的
(
任
意
的
)
方
式
と
一
般
的
(
義

務
的
〉
方
式
の
二
つ
が
区
別
せ
ら
れ
る
が
、
経
済
白
発
達
と
と
も
に
危
険

(
付
保
)
価
額
が
増
大
古
告
げ
て
〈
る
と
、
在
来
の
単
純
な
個
別
的
(
任

意
的
)
方
式
だ
け
で
は
、
到
底
、
大
き
な
保
険
需
要
を
十
分
に
消
化
で
き

な
い
。
い
き
お
い
、
一
般
的
(
義
務
的
)
方
式
が
要
請
せ
ら
れ
て
い
る
順

に
な
る
。
こ
こ
に
言
う
「
一
般
的
(
義
務
的
)
再
保
険
」
が
イ
ギ
リ
ス
流

白
月
語
に
し
た
が
え
ば
「
時
保
険
持
約
」
(
再
旨
百
日
目
。
可

g
Z
)
で

あ
っ
て
、
日
露
戦
争
中
空
た
は
直
後
に
お
け
る
ド
イ
ツ
留
学
中
に
、
は
や

く
も
、
こ
の
新
方
式
の
重
要
性
に
着
眼
せ
ら
れ
た
先
生
の
達
識
に
は
敬
服

者
禁
じ
え
な
L
。
一
般
の
学
者
に
は
特
易
に
な
じ
め
な
い
再
保
険
、
わ
け

て
も
そ
り
特
有
方
式
で
あ
る
再
保
険
骨
約
の
意
義
を
手
早
く
呑
み
込
み
そ

神
芦
正
雄
先
生
に
よ
る
再
保
険
特
約
方
式
の
輸
入

の
研
究
に
向
か
わ
れ
た
先
生
の
学
問
的
視
野
の
ひ
ず
っ
さ
に
は
駕
き
の
ほ
か

な
い
。
現
今
で
こ
そ
、
再
保
険
特
約
方
式
を
欠
い
て
は
再
保
険
市
場
、
し

た
が
っ
て
損
害
保
険
市
場
全
般
の
成
立
、
存
続
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
ま

で
な
っ
て
い
て
、
再
保
険
特
約
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
相
当
に
認
知
さ
れ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
神
戸
先
生
の
場
合
は
、
日
露
戦
争
中
ま
た
は
直
後
、

業
界
で
す
ら
こ
の
特
有
の
方
式
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
知
る
こ
と
の
な
か
っ

た
時
代
に
お
い
て
の
こ
k
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
、
昭
和
十
四
年
六
月
、
そ
れ
以
前
の
数
年
に
わ
た
る

自
分
の
再
保
険
研
究
を
ま
と
め
て
「
再
保
険
の
昇
段
」
を
出
版
、
と
れ
を

神
戸
先
生
に
贈
呈
し
た
。
当
時
、
先
生
は
還
暦
居
年
制
に
よ
っ
て
御
退
官
、

私
は
こ
の
一
畜
を
た
ず
き
え
先
生
の
お
宅
(
左
京
区
浄
土
寺
西
田
町
)
に
お

伺
し
て
、
こ
の
著
書
「
再
保
険
の
発
肢
」
の
二
六
六
二
六
七
ペ
ー
ジ
に

記
さ
れ
て
あ
る
「
我
が
京
都
帝
大
名
誉
教
佼
神
一
戸
正
雄
博
士
は
こ
市
再
保

険
協
約
の
生
み
の
親
で
あ
る
」
云
々
の
個
所
を
先
生
に
見
て
い
た
だ
い
た
。

そ
し
て
、
実
は
、
己
の
著
書
を
出
版
す
る
ま
え
に
、
自
分
、
と
し
て
は
、
先

生
が
ド
イ
ツ
御
留
学
中
に
再
保
険
特
約
に
つ
い
て
調
査
研
究
せ
ら
れ
そ
り

粘
呆
を
御
帰
圃
の
の
ち
日
本
政
府
に
報
告
に
な
っ
た
経
緯
を
お
質
ね
す
べ

き
で
あ
っ
た
旨
を
先
生
に
申
し
あ
げ
た
上
、
そ
こ
で
、
改
め
て
、
口
・
開

口
oEM認
が
記
L
C
い
る
当
時
の
事
情
に
つ
い
て
先
生
の
御
記
憶
に
あ
る

L

乙
こ
ろ
を
お
聴
か
せ
ね
が
い
れ
ハ
い
、
と
お
頼
み
し
た
白
し
か
る
に
、
神
戸

先
生
は
、
お
宅
の
玄
関
に
立
っ
た
ま
ま
、
例
の
ご
と
く
に
沈
思
黙
想
、
一

言
も
し
ゃ
べ
ら
れ
な
い
。
そ
に
で
、
私
の
方
が
大
い
に
恐
縮
、
早
々
に
お

第
八
十
円
巻

第
六
号

四
七

/¥ 
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神
一
戸
正
雄
先
生
に
よ
る
再
保
険
特
約
方
式
の
輸
入

い
と
ま
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
以
来
二
十
年
の
歳
月
が
経
過
し
て
お
り

そ
の
問
、
先
生
に
お
会
い
し
た
こ
と
も
幾
固
か
知
れ
な
い
a

だ
か
ら
、
私

さ
え
押
し
づ
よ
く
先
生
に
お
質
ね
す
れ
ば
、
当
凶
の
事
情
に
つ
い
て
貴
重

な
お
話
を
お
聴
き
で
き
た
は
ず
で
あ
る
が
、
先
生
。
例
の
ご
と
き
沈
思
黙

砲
の
お
姿
に
接
す
る
で
あ
ろ
う
機
会
を
私
の
万
で
避
け
士
た
め
、
送
に
今

で
は
取
り
か
え
し
の
つ
か
胤
結
果
に
た
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本
再
保
険
史

第
八
十
四
巻

第
六
号

九。

ドヨ
七

に
と
っ
て
極
め
て
貴
重
な
資
料
を
努
力
す
れ
ば
先
生
か
ら
得
ら
れ
た
で
あ

ろ
う
に
も
拘
ら
ず
、
み
す
み
す
、
悲
の
引
込
思
案
に
よ
っ
て
、
自
ら
放
恭

し
た
と
と
に
な
っ
た
。
い
ま
、
神
戸
先
生
の
計
に
接
L
、
先
生
迫
哀
の
情

と
と
も
に
銀
上
の
ご
と
〈
遺
憾
の
念
を
新
に
し
て
い
る

u

(
一
九
五
九
、
一
心
、
二
二
)


